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Ⅱ 近世大宮町と商業活動  
1）近世期大宮郷の町と市  
学・河野敬一   
1∴1ざ．  近世の秩父大宮の町は本町（下町）・中町・上町  
の3町より成り，大宮郷の中核をなす集落であっ  

































ー103－   
元禄年間の名壱   
aほ鼠十∴郎   
b新枠八イ凋J門   
い折井ム郎東風   
d新井四川1；兵衛   
e威機敏郎ん衡門   
一成野砲鞍助   
g鹿野佐助   
h僚七郎右衛門  
1新町弥∵右衛門  
lⅢ代仰ん織門   
k新甘源威  
l新井曽兵蘭   
m松本六ん蘭門   
n 商野ヒイi衛門   
0井上ニヤん緻門   
番保2年の割役   
D新井四郎兵衛   
F 高野縫殿助   
M松本惣左衛門  
宝永6年の耕貫橘・相克摘   





第1図 元禄期の秩父大宮の町  
（「元禄絵図」を原図に，同絵図轟番，松本家文番「御用日記」および宝永6年市掟より作成）  
－104－   
ほ人や に本家（本屋）の持ち分の「庭」に特定の商品を扱  
う見世が立ち，商売が行われていた。市の商人は，  
口銭を払って「庭」を借り，そこに見世を出して  





















朔 日  喜左衛門∂上ノ方  
六 日  喜兵衛♂上ノ方  
十一日  五郎兵衛∂上ノ方  
十六日  源蔵∂上ノ方  
廿一日  甚助∂上ノ方  



























宮町の中で有力な立場にあったと考えられる。   
ただし，上町及び中町の町立ての時期について  
は現在のところ近世初頭としか推定し得ない。   
この3町を通る街路上に寵文4年以前の天領の  
時期に，1・6の日を市日とする六斎市が立てら  








































いる。 このように店倍には諸職業の仲間の惣代を  
勤める者もおり，同薬種の本家と店借の間では権  
利・轟務に格差はみられず，橙済的には実質＿ヒ本  
































































第1表 近世中・後期大宮郷における絹買方商人  
留保16  ■古層‖  明和9  安永5   安永5  安永7   安永8   電政2   文化2  文化4   
（1731）  （1760）  （1772．）  ＊  （1776）  （1776）   11778）  ‖779J  ＊ （1790）  （1805）  ＊ （1807）   
平石触門  
丸塵又購郎  
発宜  別叫  
嫡子i鰍門  摘ん衡門  
塵左南門  
忠二欠郎  久保市郎兵衛  
柵原  
lI．I】㍊一川机榛膵  
ノブ成  l於∴欠郎斥勧■〃l  万 民 術  
舟イ√軌門  大森竹イ溝J門  人廃藩＝1砲門  
牲＿l二惣症衛  













汀〉  越後博  
越後悼  今井鬼石衛門  
中  t於．凍帥兵術ノバ  
六ム触門  六イi衛門  
沌げ】l 














■由地  【於．打鋸軋‖  
勘右南門  

















山口新右衛門   
（松本家文番「御用日記」・三井文庫稲ー三井革薬史」本籍l・林玲子『江戸間屠仲間の研兜jより作成）  
注）＊：江戸・京都呉服屋問屋仲間番上による鯛買継商人 ¶：当該史料上に確認できる商人  二当該史料上に確認できない商人  















































































































Ⅱ 近代以降の商業活動の変化と市街地の拡大  


























第2表 明治3年の秩父大宮の商業構成  
発f・繭（13）骨・魚繭（InJ荒物繭（9）  
穀物酢8）古鉄掛7） 果物商（7）  
研洒掛5）指物商（3） 豆礪商（3）  
佃作商（3）燕種商（3） 諸種物繭（2）  
′ト桶（2） 乾物商    油繭   
異称5） 壁塗（4I  飾職f4）  
鍛冶罷（3）建具師（2） 笠職（2）  
石⊥    楠工  砥師  
下駄工   程師摩    夜具仕立  
入歯俄   漁師  櫛職  
食品・衣料・雑貨  
職    人  
髪結（8） 旅絶（6）  茶掛3）  
医菜（3） 港屡  貸本  
昏風面   水車  際物商  
サ ー ビ ス  
醸 造 業   
質屋・古着  
酒遺（5）  鰭油製遥  
頃優（7）  古着15）  
運 輸 関 係  荷物絶立  馬喰    馬商  
楢・雄琴なと  樽繭（3I  濁鵡繭‘2）棲拳商（2） 材木渡世  
網 漁 物   
染料商など  
絹商（9）  絹糸商＝＝ 太恥商  
染物商，鮒犀（7）  















う柑が多く31） ，先に述べた商商の多くが，薪炭  
や木．－L二品などを扱い．薪炭も秩父大宮で取引され  








ていた32J 。しかし，明治2年（1869）に綿貫継商  
の1人，福島七兵衛が質屋に虹饗したことにみら  
れるように，明治初年の種市の衰退は，絹買継商  
































































































第3表 明治初年の絹買継繭の動向  
明治初年の絹買継商  明治20年代～30年代の菜種  
久保庄右衛門  絹・蚕棟 →  
拭見宗兵衛  絹糸商  →  
央尾利兵衛  萬商  →  商商・銘仙買継南  
川北港兵衛  繭商  →  
大森啓右衛門  絹商  →  銘仙買継南  
井上藤右衛門  絹商  →  
福島七兵衛  絹・質  → 質・秩父物産会社・内国通運会社  
川田七兵衛  糸・絹商 →  銘仙買継商  
柿原長三郎  萬商  →  銘仙買掛商  
柵原竹三郎  絹商  →   秩父物産会杜・秩父鉄道  
近藤善吉  絹・質  →  質・郵便馬車・秩父物産会杜  
吉川吉左衛門   絹糸商  →  
大森与兵衛   絹布・糸繭 →  
高野芳三郎  絹商  →  
小庵原冶右衛門  絹商  →  
松本政太郎   絹糸・太線 →  
井上平吉  絹商  →  
浅見伊八  絹糸商  →  















































































































Ⅳ 秩父大宮における他国商人の経営展開  
一矢尾家を事例として－  























・足袋商・呉服太物商   
同業組  秩父織  ◆  
申金物商・荒物商   
・潮目物商・魔英蘭  
‥．・El用雑鰊商  
啓察著郡役所★番終・愚針時計商 ⑳  
Y重機商   
K鍛冶・農具製造・下駄工  












第2図 明治35年の秩父大宮中心市街  
（埼玉県営幕僚覧および聞き取りにより作成）  









































尾家がかなりの資金を出資していた。   
失尾家が文政期以降，支店を出店した背既には，  









9．天保3年（1832）明治21年   
10．天保7年（1836）明治20年代   


































◎■ 一 、・へ   
1l  ＼  
「?????
行田（忍）  
●ヽ■－－■－   
＼   
＼★東尾本店   
＼ ▲分家  
15．文久4年（1鮎4）明治20年代 棟沢郡深谷  酒適店、  
軋 陳応1年（1865）昭和ZO年  東京通油町 （織物晩発）  
17．明治13年〈1880）現存  秩父都督野  呉服・太物・荒物  
18． 年不評  不明  人間郡坂戸  
19．  年不詳   イこ明  新座郡志木  




第3図 近世～近代初期における東尾家の分家・支店  
（『温故集録』より作成）  















































部 門   仕人れ金額（両） 収 益（両）   
見世   4，465  96   
絹   2，569  52   
LIf手   l，397  40   
酒   814  335   
質（質利）   156   
（利息）   54   
（流質）   69   
（『温故集録』より作成）  
第5表 明治22年における失尾家の主要勘定  







189円07銭   
260円16銭  
1，293円26銭   
664円84銭  
△43円29銭   
57円03銭  
質物部  質物  6，924円91銭  











































































大正7  8  9 10 11 12 13   
第4図 大正期における失尾商店の主要勘定の推移  
（失尾商店各期営業報告書より作成）  
注）△は赤字（欠損）を示す。  
ー116－   








































出  身  地   人 数   
蒲生郡   38 （13）   
甲賀 郡   3 （1）   
滋賀県   犬上郡   2 （0）   
神崎郡   1（0）   
（小計）   44 （14）   
刈羽郡   3 （0）   
新潟県   
東頚城郡   2 （0）   
川、計）   5 （0）   
埼玉県  秩父郡   l（1）   
（合計）   50 （15）   
（大正6年東尾商店給与表より作成）  
























































































































13）「秩父祭市絹売買商人訴訟乍恐返答晋ヲ以車中上候」   












16）この時期の史料から直接確認できないが，天明元   
年に肴商人が「庭」の営業権を無視して別の「庭」  
に見世をたてた記事の中に，肴見世を出すべき「庭」  
の権利を有する名主高野縫右衛門が旧来のように   
戻すべきとする主張があり，それを本来の「庭」   
の態様とみなした．この「庭」は，小鹿野町の市   
の「座」と同様に，営業権を意味していたと考え  
られる．小鹿野町の市の「座」については，つぎ  
の論考が挙げられる．岡村 治・川崎俊郎（1991）   













21）三井文庫編（1980）：F三井事業史 本篇第1巻』，  
にご教示を頂きました。以上記して御礼申し上げま   
す。  
本稿の作成にあたって，現地調査と資料の収集・   
整理に筑波大学人文学規の渡辺真由美，奥江展久，   
山本秀和，終汀用泰乳 進藤友患，福田和昭，同人間   
学類の権田恭子の各氏のご協力を頂きました。ここ   
に深く感謝します。なお，現地調査にあたっては，   
平成5年度又剖省科学研究費一・般研究（C）『秩父地域   
における景観形成の諸特徴』（研究代表者：石井英也．   
課題番号05680121）のが一部を使用しました。  
注および参考文献  





















5）秩父神社所嵐該棟札については，浅見武史（1992）   





































民俗文化大系 第14巻』．小学館，676～678．⑨八  
木橋伸治（1989）：近世後期の香具師集団一秩父商  





























































44）太一壷百餅店所感‾丈軌「明瀦沌引合番卒 公用落類之  
控」．  










ー120－   
48）聞き取りによれば，社員を滋賀県から補充するや  49）河野敬一（1993）：地方商業都市における商家同族  
り方は，琵琶湖周辺に電子工場などが進出し，滋  団の地域的展開と変質一長野県小諸の柳田茂十郎   
賀県での労働力事情が大きく変化した昭和40年代  商店を事例として－，文部省科学研究費（総合A）  
まで続いた．現在では，秩父出身者を中心に採用  報告者『日本近代化の地域的展開に関する基礎的  
している．  研究』，63～85．  
岬121－   
